
 日 時 ： 令 和 元 年 ９ 月 6 日 (金 )１ ８ ： ３ ０  

 場 所 ： 大 分 セ ン チ ュ リ ー ホ テ ル   

 年 に ２ 回 開 催 し て い る 経 済 学 部 と 四 極 会 と の 本 年 度 第 1 回 意 見

交 換 会 が 、 経 済 学 部 か ら 大 崎 美 泉 学 部 長 ほ か １ ３ 名 の 教 職 員 の み

な さ ん 、 四 極 会 か ら 石 川 公 一 会 長 の ほ か １ ３ 名 の 役 員 、 そ れ に 事

務 局 職 員 が 出 席 し て 開 催 さ れ ま し た 。  

 

石 川 会 長 挨 拶  

 初 め に 石 川 会 長 か ら 、

当 日 午 前 中 に 行 わ れ た 黒

土 始 先 輩 へ の 大 分 大 学 名

誉 博 士 称 号 授 与 に つ い て

の 報 告 が あ り ま し た 。 北

野 正 剛 学 長 が 第 一 交 通 産

業 の 本 社 を 訪 ね て 授 与 さ

れ ま し た 。  

日 本 一 の タ ク シ ー 会 社 、

第 一 交 通 産 業 を 一 代 で 創



り 上 げ 、 全 国 で 公 共 交 通 の 新 機 軸 を 展 開 さ れ る 同 氏 の 偉 業 は 、 経

済 学 部 の 社 会 イ ノ ベ ー シ ョ ン 学 科 が 育 成 を 目 指 す 起 業 家 の 先 駆 け

で す 。 ま た 、 大 分 県 や 福 岡 県 に 多 額 の 災 害 支 援 金 を 拠 出 さ れ た ほ

か 、 大 分 大 学 や 四 極 会 に も 寄 付 を さ れ る な ど の 社 会 貢 献 に 対 す る

顕 彰 で も あ り ま す 。 大 分 大 学 博 士 称 号 は ノ ー ベ ル 賞 受 賞 者 ２ 名 に

次 ぐ ３ 人 目 と い う こ と で 、 四 極 会 と し て も 大 変 名 誉 な こ と で す 。  

 石 川 会 長 か ら は 、経 済 学 部 １ ０ ０ 周 年 記 念 の 新 聞 広 告 を 9 月 3 0

日 に 掲 載 す る 準 備 を 進 め て い る こ と に つ い て も 報 告 さ れ ま し た 。  

 

大 崎 経 済 学 部 長 挨 拶  

 経 済 学 部 の 主 要 な 事 業 に つ い

て 説 明 さ れ 、 9 月 2 6 日 か ら 6

回 に わ た っ て 実 施 さ れ る 公 開 講

座 「 変 貌 す る 国 際 政 治 ・ 経 済 情

勢 を 読 み 解 く 」 へ の 参 加 要 請 も

さ れ ま し た 。  

経 済 学 部 の 現 状 説 明  

 経 済 学 部 の 4 名 の 先 生 方 か ら

説 明 が あ り ま し た 。  

・ 教 務 委 員 長  高 見 博 之 教 授  

  前 期 に 1 5 回 に わ た り 四 極

会 員 が 講 師 と な っ て 実 施 さ れ

た 四 極 会 寄 付 講 義「 会 社 研 究 」

に つ い て の お 礼 。 来 年 度 、 社

会 イ ノ ベ ー シ ョ ン 学 科 が 初 め

て の 卒 業 生 を 出 す こ と 、 今 年

度 後 期 に は 大 分 県 庁 や J R 大

分 シ テ ィ 等 と の 連 携 講 義 を 予

定 し て い る 等 の 説 明 が あ り ま

し た 。  

・ 入 試 委 員 長  小 笠 原 悟 教 授  

  入 試 の 状 況 に つ い て 説 明 さ

れ ま し た 。  

 

・ 学 生 生 活 委 員 長  松 隈 久 昭 教 授  

  地 域 に 出 て 行 き 、 学 生 の 企 画 力 を 養 う と と も に 地 域 振 興 に も



貢 献 す る こ と を 目 指 し た ８ つ

の プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め て い る

「 大 分 大 学 活 き い き プ ロ ジ ェ

ク ト ２ ０ １ ９ 」等 に つ い て 説 明

さ れ ま し た 。  

 

・ 就 職 委 員 長 代 理  久 木 元 美 琴 准

教 授  

好 調 な 就 職 状 況 に つ い て 説 明 さ

れ ま し た 。 平 成 3 0 年 度 卒 業 生 の

就 職 先 は 、 業 種 別 で は 金 融 が

2 1 . 8 %、 公 務 員 1 6 . 6 %、 卸 売 小 売

業 1 5 . 0 % 。 規 模 別 で は 大 企 業

6 6 . 8 %。 大 分 県 内 3 3 . 6 %と あ わ せ

て 全 体 の 6 0 %が 九 州 内 で あ る こ と

な ど 。  

 

1 00 周年事業進捗状況  

 野 々 下 俊 昭 実 行 委 員 長 か ら 報 告 。記 念 募 金 は 8 月 末 時 点 で 6 , 5 2 3

万 円 に 達 し て い る が 、 一 部 の 大 口 募 金 を 除 く と ま だ ま だ 少 な い こ

と 。2 0 2 2 年 の 記 念 式 典 に 合 わ せ て 計 画 し て い る 記 念 ツ ア ー に は 記

念 講 堂 の 整 備 や 旧 校 舎 正 門 の レ プ リ カ 建 設 を 間 に 合 わ せ て ほ し い

こ と 等 。  

 ま た 、 新 聞 広 告 掲 載

の た め に 役 員 が 手 分 け

し て 県 内 主 要 企 業 約

5 0 社 を 回 っ て 得 た 企

業 か ら の 意 見 に つ い て

も 報 告 さ れ ま し た 。 企

業 は 経 済 学 部 に 期 待 し

て い る け れ ど も 、 顔 が

見 え な い と 感 じ て お り 、

四 極 会 も 経 済 学 部 と 一 緒 に な っ て 地 域 に お け る 経 済 学 部 の 存 在 感

を 高 め る 努 力 を し た い 。  

 精 力 的 に 企 業 回 り を さ れ た 三 浦 洋 一 会 長 代 行 も 、 県 内 企 業 と 経



済 学 部 の 結 び つ き を 強 め る 必 要 性 を 強 調 さ れ ま し た 。  

 相 良 浩 名 誉 会 長 か ら は 、 各 地 の 支 部 を 回 っ た 経 験 か ら 、 四 極 会

の 結 束 は 母 校 に 対 す る 愛 校 心 と 経 済 学 部 を 卒 業 し た と い う 誇 り が

支 え に な っ て い る こ と 、 卒 業 生 は 現 在 の 経 済 学 部 の 活 動 ・ 状 況 に

注 目 し て い る こ と 等 の 発 言 が あ り ま し た 。  

 

そ の 他  

 会 議 に 初 め て 出 席 さ れ た 経 済 学 部 の 久 木 元 美 琴 准 教 授 、吉 野 勉

事 務 長 の 自 己 紹 介 が あ り ま し た 。  

 終 了 後 の 会 食 で は 先 生 方 と O B の 垣 根 を 越 え て 懇 親 が 深 め ら れ

ま し た 。  

 

会 議 参 加 者  

（ 経 済 学 部 ）  

学 部 長 ： 大 崎 美 泉 教 授 、 副 学 長 ： 下 田 憲 雄 教 授 、 評 議 員 ： 市 原

宏 一 教 授 、 副 学 部 長 ： 高 見 博 之 教 授 、 石 井 ま こ と 教 授 、 入 試 委

員 長 ： 小 笠 原 悟 教 授 、 学 生 生 活 委 員 長 ： 松 隈 久 昭 教 授 、 就 職 委

員 会 ： 久 木 元 美 琴 准 教 授 、 O B 教 員 ： 渡 邊 博 子 教 授 、 村 山 悠 准

教 授 、 事 務 長 ： 吉 野 勉 、 総 務 係 長 ： 蜷 川 か お る 、 学 務 係 長 ： 久

保 克 智  

（ 四 極 会 ）  

会 長 ： 石 川 公 一 、 名 誉 会 長 ： 相 良 浩 、 相 談 役 ： 大 堀 敬 直 、 会 長

代 行 ： 三 浦 洋 一 、 副 会 長 ： 待 井 弘 道 、 理 事 ： 野 々 下 俊 昭 、 帆 足

三 郎 、 玉 井 鉄 之 、 髙 野 浩 子 、 常 務 理 事 兼 事 務 局 長 ： 柴 田 宏 二 、

監 事 ： 板 橋 絋 平 、 木 本 秀 光 、 事 務 局 ： 高 橋 秀 武 、 大 園 広 子  


